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早期インターンシップ参加学生の追跡調査 

―大学生活と進路決定プロセスの検証― 

 

松坂暢浩・山本美奈子（山形大学 学術研究院（学士課程基盤教育機構）） 

１ はじめに 

１－１ 問題と目的 

 インターンシップは、学校教育と職業生活の接続をは

かるための教育プログラムとして推進されてきた（文部

科学省・厚生労働省・経済産業,1997；2015）。現在は、

未来を支える人材力強化の観点（首相官邸,2015）や地域

人材確保の観点（まち・ひと・しごと創生本部,2016）か

らも推進が強く望まれている。そのため、インターンシ

ップ実施大学数も拡大しており、単位化を実施している

大学が全大学の 72.9％になっている。しかし、参加する

学生の割合は2.6％にとどまっている状況である（文部科

学省,2017）。また昨今のワンデー・インターンシップな

ど、インターンシップと称してしているにも関わらず、

就業体験を伴わず、企業の業務説明会となっているもの

が存在する。そのため文部科学省（2017）は、インター

ンシップを大学等の教育活動の一環として、大学等の関

与によって質を伴った教育プログラム普及に取り組むべ

きであるとしている。併せて、インターンシップ参加後

の学修へのつながりや気づきが重要である点から、低学

年（大学1、2年生等）からのインターンシップ実施の必

要性を述べている。松坂（2017a;2017b）は、大学 1 年

生を対象にした早期インターンシップ教育に取組んだ結

果、学生自身が実習先の経営者や社員との関わりのなか

で、仕事のやりがいに目を向けることができ、また「働

く」理由が明確になると報告している。しかし、進路決

定後までの追跡調査は実施していない。 

そこで本研究では、松坂（2017a;2017b）で報告した

早期インターンシップ参加学生の追跡調査を行い、その

後の大学生活の変化と進路決定のプロセスを明らかにす

ることを目的とした。 

１－２ 先行研究 

インターンシップ参加による大学生活やその後の進路

選択への影響について先行研究をレビューすると、イン

ターンシップ経験が社会人基礎力の伸長や就職活動への

活用につながるという報告（眞鍋,2010）やインターンシ

ップ参加者は内定率が高く、インターンシップが就職活

動への意欲を高める効果があると報告されている（平

尾,2011、平尾・田中,2017）。大学 1、2 年など低学年を

対象にした早期インターンシップでは、亀野（2017）が

長期インターンシップの実践事例紹介をし、効果検証の

必要性を述べている。岩井（2017）は、早期インターン

シップが大学生の主体的な職業選択や職業意識を長期的、

段階的に育成できる重要な機会となり、キャリア教育に

も効果的な仕組みであると主張している。松坂

（2017a;2017b）の報告では、早期インターンシップの

参加により大学での学習意欲や社会人基礎力の向上、中

小企業で働くことを肯定的に捉えることを明らかにして

いる。しかし、早期インターンシップによる研究は非常

に少ない。またこれらの先行研究は、インターンシップ

参加前後の教育効果検証が多く、追跡調査によってその

後の大学生活の変化や進路決定のプロセスについて明ら

かにした報告がほとんどない。 

１－３ 本研究が取上げる早期インターンシップの概要 

 本研究が取上げる早期インターンシップの授業概要に

ついて触れておきたい。 

本授業は、山形大学基盤共通教育の授業である。事前・

事後指導を含む短期インターンシップ（3日間）の参加を

必須として実施している。インターンシップ経験と内省

の機会を低学年次から提供することが望ましいという提

言（経済産業省,2013）を踏まえ、1年生を対象としてい

る。また中小企業のインターンシップは、広い視野で進

路を考える機会となり、キャリア教育上きわめて有効で

ある（太田,2005、松坂,2017a;2017b）。この点を踏まえ、

受入企業は中小企業に限定している。なかでも、人材育

成に理解と関心が高く、想いをもって地域でビジネスを

行っている経営者が多く加盟している山形県中小企業家

同友会の会員企業に事務局を通して依頼している（図１）。 

図1）本授業の全体イメージ 

 

本授業は山形大学の教育目的に則り、インターンシッ

プを通じて、学習意欲と就職に対する意識を一段と高め、

実社会で必要とされる職業意識、自立心と責任感を育成

し、実践する能力を早期から育成することを目的として

いる。また、早期インターンシップを 2 年次以降のイン

ターンシップ参加前のプレ体験と位置付け、その後の 

インターンシップ参加に繋げることも併せて目指してい
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る。 

本授業の到達目標は、インターンシップ体験を踏まえ

て、働くことはどのようなことかを自分の言葉で説明で

きることを目標としている。また、中小企業への理解を

深めること、山形で働く魅力を感じてもらうことも併せ

て目指している。 

本授業のスケジュールは、事前指導（ビジネスマナー

講座、応募書類の作成、中小企業研究会など）を隔週で

行った上で、インターンシップ（3日間）に参加し、参加

後に受入企業を招いた成果報告会を開催する流れで実施

した。また隔週の開講であることから、授業以外の時間

を利用しての個別面談や、できるだけきめ細やかなサポ

ートができるように専用のウェブサイトより、連絡や情

報共有を定期的に行った（図2）。 

図2）本授業のスケジュール 

 

受入先のマッチングは、業界や仕事に対する視野を広

げる観点から、学生の希望は取らず担当教員が学生の居

住地から通勤しやすい企業をピックアップし、マッチン

グを行った。初年度の平成26年度は、履修者20名を13

事業所に派遣した。受入企業の業種は、サービス業、卸

売業、印刷業など幅広い業種の受入先となった。履修学

生も、様々な学部からの履修があり、山形県外出身者も

多いことから、山形県の中小企業を広く知ってもらう機

会に なった。 

１－４ 4年後の進路状況 

4年後の平成 30年 1月時点で 20名の進路状況を確認

した。その結果、就職内定者は11名（55.0%）で、その

うち（中小企業基本法の定義による）中小企業に内定し

た者は5名（25.5％）であった。大学院進学が4名（20.0％）、

その他（留年、休学、退学）が4名（20.0％）、未就職（活

動中）が1名（5.0％）であった。 

 

２ 方法 

本研究では、上記学生に対して早期インターンシップ

参加後の大学生活の変化や進路決定プロセスについてア

ンケートによる追跡調査を実施した。さらに同意が得ら

れた学生に対し半構造化面接を実施した。 

（１）調査対象者と調査時期 

平成 26年に履修した学生 20名を対象に平成 29年 12

月前半に記名式のアンケートをウェブサイトより実施し

た。学生への倫理的配慮として、調査回答は任意による

もので、協力は自由意志によること、途中で記入を中止

しても不利益を被らないことを説明した。 

（２）調査内容 

質問紙調査票は、平成29年12月に実施した。調査内容

は、フェイス項目として性別、年齢、学部、進路、就職

内定の勤務地を尋ねた。また、早期インターンシップの

体験が、その後の大学生活において考え方や行動に変化

を与えているかについて尋ねた。調査項目は、平尾・田

中（2017）を参考に、学習意欲、課外活動、アルバイト、

進路・就職活動、社会人基礎力、社会への関心度、中小

企業への就職意向の7項目それぞれについて「全くその通

り」から「全くそうでない」の5つの選択肢から１つを選

ぶように求めた。さらに、2年次以降のインターンシップ

参加有無（教育実習や資格等の取得のための実習を除く

もの）を尋ねた。キャリア意識の測定には「キャリア意

識の発達に関する効果測定テスト（キャリア・アクショ

ン・ビジョン・テスト：CAVT）」（下村ら,2009）を使用

した。この尺度は、12項目で構成されており、5件法で回

答を求めた。なおこの調査項目は、1年次の履修終了後に

尋ねた項目と同一のものを活用した。就職内定者には、

就職活動量、進路先の業種、企業規模、内定先を決めた

理由を尋ねた。 

（３）半構造化面接 

就職活動状況とキャリア発達の側面を把握するために、

半構造化面接を行った。実施は、質問紙調査終了後の平

成29年12月後半に、面接の同意が得られた対象者に実施

した。質問内容は、就職活動の状況、内定決定に至るプ

ロセス、将来の展望などについて尋ねた。面接時間は45

分とした。 

 

３ 結果 

 本研究の調査結果は、表１の通りである。 

（１）回答者の属性 

平成 26 年度履修者 20 名のうち回答が得られた 11 名

（男性 6 名、女性 5 名）を分析対象とした。平均年齢は

22 歳（SD=0.9）だった。学部の文理別では、文系が 7

名（54.5%）で理系が4名（45.5%）だった。出身地は山

形県内が4名（36.4％）、山形県外が7名（63.6％）であ

った。 

（２）進路決定におけるプロセスの結果 

① 早期インターンシップで印象に残っている点 

早期インターンシップで現在も印象に残っている点に

関して自由記述を求めた。その結果、13個に分類された。

分類内容は「中小企業の取引先は、中小だけでなく事業

規模が大きい事業所もあった」、「地域への貢献と温かな

人情が伝わってくるような経験でした。」など「中小企業

のイメージ変化」に関する記述は4個（30.8%）だった。 

また「中小企業の代表者の方々が皆「情熱と信念」のあ

る方々だった」など「経営者の魅力」の記述は2個（15.4%）

だった。それ以外には「働くことを知る機会」や「ビジ
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ネスマナーの理解」、「コミュニケーションの重要性」に

関する学びがあり、その後の大学生活に生かされている

という内容の記述であった。 

② 早期インターンシップ参加後の大学生活等の変化 

 早期インターンシップ参加後に大学生活等における考

え方や行動の変化を尋ねた。７項目に対し、（「全くその

通り」と「ややその通り」を選択した学生は、学習が 7

名（63.6％）、課外活動が7名（63.6％）、アルバイトが7

名（63.6％）、進路・就職が 9 名（81.8％）、社会人基礎

力が 6 名（54.5％）、社会への関心度が 6 名（54.5％）、

中小企業への就職意向が5名（45.5％）であった。 

③ 2年次以降のインターンシップ参加状況 

2 年次以降にインターンシップに参加した学生は 5 名

（45.5％）、参加しなかった学生は6名（55.5%）だった。 

 ④ CAVTのキャリア意識の測定 

1 年次と 4 年次の進路決定後の状況について、アクシ

ョン得点とヴィジョン得点の結果を比較した。その結果、

アクション得点、ヴィジョン得点の両方が高い【A ゾー

ン】が 7 名（63.6％）だった。アクション得点かヴィジ

ョン得点の一方が高く、もう一方は低い状態の【Ｂゾー

ン】が3名（27.3％）、アクション得点もヴィジョン得点

も両方低い【Cゾーン】が1名（9.1％）であった。 

⑤ 進路状況 

進路状況としては、大学院進学が3名（27.3％）、民間

企業に就職内定した者が8名（72.7％）であった。 

⑥ 就職活動量および内定先の業種および企業規模 

就職内定者 8 名の就職活動量（受験した企業等の数）

は、2 社～30 社と活動の量に違いがあった。内定先の業

種は、金融業・保険業、情報通信業、医療・福祉、サー

ビス業など多岐にわたっていた。企業規模別でみると、

中小企業に内定した学生は4名（50.0%）だった。 

⑦ 内定先を決めた理由 

就職内定者 8 名のうち、内定先を決めた理由を尋ねた

結果、6名（75.0%）から回答を得た。経営者の人柄や姿

勢、社員がイキイキと働いている環境、学んできた専攻

が仕事に活かせる、仕事内容が自分の特性にあっている、

OBとのつながりがあるなどであった。 

⑧ 半構造化面接における就職活動の状況 

同意が得られた 4 名（50.0%）を対象に就職活動の状

況、内定決定に至るプロセス、将来の展望など半構造化

面接を実施した。4 年次において CAVT のキャリア意識

がAゾーンの学生no1は、将来の展望を描き自分の適性

を探りながら就職活動を続け、内定を決定するプロセス

が語られた。一方Bゾーンの学生no8では、大手企業に

直ぐに内定を得ることができると思っていたが、内定獲

得に苦戦し就職活動中期にてようやく内定を得ることが

できたと語った。またAゾーンの学生no5は、自分にあ

った企業が見つけられず就職活動に苦悩していた。その

なかで中小企業に内定を決めた理由について、早期イン

ターンシップの経営者の影響、10年後の働く自分がイメ

ージできた点をあげていた。C ゾーンの学生 no2 では、

職業選択について親との葛藤があり、内定決定後も継続

している状況で、自分に自信がもてないと吐露した。 

 

４ 考察 

 本研究では、早期インターンシップを履修した学生の

大学卒業時までの追跡調査を行い、大学生活の活動およ

び進路決定のプロセスを明らかにした。 

（１） 早期インターンシップ参加者の就職状況 

 回答者のなかで就職内定している 8 名のうち 4 名

（50.0%）が中小企業に内定していた。早期インターンシ

ップで印象に残った点に関する自由記述では、社会人と

触れることで刺激になった点や中小企業の活気ある雰囲

気が伝わったなど中小企業に対するポジティブな印象を

記載していた。また内定先に決定した理由には、経営者

や働く職場を具体的にイメージできたという内容があっ

た。このことから、早期インターンシップによって働く

イメージが明確化されたことや中小企業に対する肯定的

な印象を持てたことが、最終的に就職を決めた要因にな

っていると推察される。 

（２） 早期インターンシップ参加による変化 

早期インターンシップに参加することで経営者の魅力、

社内の活気や一体感など中小企業のイメージが変化して

いた。また大学生活の活動において、7 項目のうち 3 項

目以上意識して取組んだ学生は 10 名（90.9%）だった。  

早期インターンシップの参加によって、学生生活の活動

に対する考え方やその後の行動へ変化が大きかったこと

が明らかになった。彼らが低学年の早い段階で、中小企

業で就業体験に取組んだことによって、進路を決定する

プロセスに影響している可能性がある。また早期からの

就業体験は、キャリア意識と学習意欲を高め、働くとは

何かを考えてもらうきっかけになったと考えられる。こ

のような取組について平尾（2011）は、地域社会が学生

への就業体験の場を創っていくことは、就業力の育成と

地元企業の理解を通じて、将来的に地域で活躍する人材

を育成することにつながると述べており、本研究は、平

尾（2011）の主張を支持する結果と言えるだろう。 

（３） 進路決定プロセスにおける支援の必要性 

CAVTのキャリア意識がAゾーンの学生のなかには、

就職活動に苦悩していた。また、C ゾーンの学生は、職

業選択について親との葛藤があり、自信のない状況が続

いていた。これらの結果から、学生のなかには、就職活

動における躓きや親の影響などによってキャリア発達上

の課題があることが分かった。大坂（2015）は、進路選

択は具体的な就職先を探求し決定すると同時に自己の探

究や再構成が行われ、自己のあり様が変化するプロセス

であると述べている。早期インターンシップ参加後で C

ゾーンの学生のようにキャリア発達上の課題を有する学

生については、継続的なフォローの必要性が示唆された。 
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  表１）回答者の属性および早期インターンシップ参加後の大学生活の変化と進路決定プロセス 

no.

1年次の
インターン
シップ先の
業種

自由記述 分類 1年次 4年次 学習
課外活
動

アルバ
イト

進路・
就職活
動

社会人
基礎力

社会へ
の関心
度

中小企
業への
就職

2・3年生イン
ターンシップ
参加有無

就職活動量
（受験した企

業・
団体数）

進路先の
業種

中小
企業の
有無

内定先を決めた理由

1 製造業
中小企業でも、事業規模や取引先は中小ばかりでなく大
きいこともしている。活気がある。会社に一体感がある。

・中小企業
のイメージ
変化

A A 〇 〇 〇 〇 参加 約30社
金融業・
保険業

地元の企業である。休日や勤務体
制が自分の生活に合っている。自
分の特性（真面目、細かい）が活
かせる。

2 製造業
あいさつの大切さや社会人の方と触れる良い経験になっ
た。

・ビジネスマ
ナーの理解

C C 〇 〇 〇 〇 〇 不参加 ― 情報通信業 〇 ―

3 サービス業
働くというのは、何か特殊なことをするのではなく、今の
生活と地続きになっているようだと感じたこと。コミュニ
ケーションが重要であること。

・コミュニ
ケーション
の重要性

A A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 参加 約15社 医療・福祉

仕事で身につける知識が自分の生
活にも役立つこと、地元で働けそう
なこと、資格を取得することができ
ること

4
卸売業・
小売業

お得意先の小売店を一緒にまわらせていただいた時に
まるで家族のように迎えられていて、卸売りならではの地
域への貢献と暖かな人情が伝わってくるような経験でし
た。

・中小企業
のイメージ
変化

A A 〇 〇 〇 不参加 3社
学術研究、専
門・技術サー
ビス業

〇

大学での専攻と一致しており、仕
事内容が関心のある分野でした。1
年半のアルバイト経験を通してみ
ると社風が明るく前向きで、自然に
そこで働きたいという気持ちになり
ました。

5 製造業 インターンシップ先の社長
・経営者の
魅力

A A 参加 約20社 サービス業 〇
いい社長と自分の力が発揮できそ
うな環境と縁、大切にされている感
覚

6 サービス業
中小企業では、社員同士のコミュニケーションが活発
で、インターシップ先の方々は年齢や性別などに関係な
く仲がいいと感じました。

・中小企業
のイメージ
変化
・コミュニ
ケーション
の重要性

B B 〇 〇 〇 不参加 - 大学院進学 ― ―

7 建設業

1年次に参加したことで、意識を高め学生生活を送ること
ができるというメリットを感じました。しかし、3年次のイン
ターンシップに参加しなかった私は、1年次に得た貴重な
経験を最大限生かせたとは言い切れないと感じていま
す。

・その他 A A 〇 〇 〇 〇 〇 不参加 約20社 製造業 〇

就職活動をしていて「社員の方々
が生き生きと働いている」という要
素に重きを置きました。私が内定
をいただいた企業では、社長を中
心に人間の成長に力を入れてい
て、その点に魅力を感じました。

8 製造業

私は、インターンシップの初年度の受講者であり、試行
錯誤の最中だったと認識はしているが、前期授業で身に
つけた事はあまりに基本的だったと思う。インターンシッ
プ体験中に何をしたかと聞かれ、困った事を思い出す。
マナー講習会のような機会をもっと多くこなしたかった。

・その他 B B 〇 〇 〇 〇 〇 〇 参加 30社以上
卸売業・
小売業

―

9 製造業
インターンシップ中に、就職について相談にのってもらえ
ました。そのことによって、収入の話や中小企業のよい
点、悪い点なども知ることができました。

・中小企業
のイメージ
変化

A B 〇 〇 〇 〇 〇 〇 不参加 2社 製造業
自分がやりたいと思える職種で
あったから。OBを通じてのつながり
があったから。

10 サービス業

お会いした中小企業の代表者が皆「情熱と信念」のある
方々だったこと。あとは同友会代表のAさんが家が遠い
ことを考慮してくれたこと、そして毛嫌いしていたコーヒー
を出されたおかげで飲めるようになったことが挙げられ
ます。

社長の魅力 B A 〇 〇 〇 〇 〇 不参加 ― 大学院進学 ― ―

11 サービス業

企業へ実際に訪問させていただいたことで、学外へ出る
ことの意味や企業での働き方など多くの学びを得ること
ができたと思っています。その際に、訪問のための下見
やお礼状の書き方などマナーを体験できたことによっ
て、その後の生活に良い影響があったと感じています。

・働くことの
理解
・ビジネスマ
ナーの理解

A A 〇 〇 〇 〇 〇 参加 ― 大学院進学 ― ―

インターンシップで印象に残っている点 CAVT
その後の大学生活で

考え方や行動に変化あった項目
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５ 結論 

本研究によって明らかになった点は、以下の 3 点であ

る。①就職先として中小企業に内定した者が一定数いた

ことが明らかになった。早期インターンシップにより、

中小企業に対する肯定的なイメージへの変化が影響して

いる可能性がある。②早期インターンシップ参加により、

その後の学生生活に対する考え方や行動に変化があった

ことが明らかになった。特に早期のインターンシップ体

験が、進路選択のプロセスにプラスの影響を与えている

可能性がある。③CAVT の結果を踏まえた半構造化イン

タビューにより、早期インターンシップに参加してもキ

ャリア意識に差がある点が明らかになった。就職活動に

おける躓きや親の影響などによって、キャリア意識が高

まらなかったり、活動による揺れ動きがあったりする。

このようなキャリア発達課題を有する学生には、継続的

なフォローが必要であると言える。 

 

６ 課題 

早期インターンシップの後も、大学生活と進路決定の

プロセスには様々な要因が影響し揺れがある。これらの

ことから、キャリア意識を高めていけるよう、履修後の

フォローや就職活動前に相談できる機会を提供していく

必要がある。本研究は、対象者数が少ないため、早期イ

ンターンシップが大学生活や進路決定のプロセスにどの

程度影響があったのか厳密に判断できない。今後も早期

インターンシップ履修者の追跡調査を継続的に行ってい

く  必要がある。 
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